












What Do Learners Expect in a Classroom Debate?
: Developing a Curriculum for Classroom Debates Based  

































　2018 年度春学期聴解会話授業は週に 1 回 90 分の授業で、一学期間計 14 回行われた。筆者が
担当したクラスの学習者は、全員大学へ正規入学をした学部生で、必修の授業であった。クラス
人数は学期初め 22 名だったが、ディベート前までに 3 名の離脱者がいたため、ディベート開始
時は 19 名で行った。ディベートは 19 名を 3 ～ 4 人のチームに分けた。ディベートのチーム分け
と対決するチームは、学生の個性や能力などを考えながら教師が決定し、3 人のチームが 5 つ、






















4 日目　期末試験　ディベート本番　ディベート 2 グループ実施
































































































〈ディベート本番 2 日目〉　1 グループのディベートを行う
　　　　論題「死刑制度を廃止すべきか」　⑭～⑲を行う
2.2. 　調査協力者















らった。（ 1 ）はコース終了後、（ 2 ）は会話授業の終了後とディベート終了後に全員に記入をし
てもらった。本調査では、これら全員のデータの中から研究への使用許諾を得た学習者のデータ
を調査に使用している。この 2 種類のデータを、2 . 1 . 	で述べた授業内容、現場教師の視点も加
えて、多角的に考察する。









































































の回答をまとめる。なお、会話では調査対象者の 1 名が欠席していたため、16 名の回答の結果









































































メント、コメントなしの 4 つである。数字は人数を表している。表 1 を見ると、1 . ～ 5．への回
答は「否定的」なコメントより「肯定的」なコメントのほうが多いことが分かる。






1 . チームで協力できたか 12 3 0 2
2 . データ収集はうまくいったか 8 4 2 ふつう 3
3 . 主張の作成はうまくいったか 9 2 1	あと少し 5




































































かったのは「会話」である。3 . 1 . 2 . の「会話のふり返りの結果」で「できたところ」への回答
を見ると、16 名中 11 名が「会話全般がうまくできた」、4 名が「会話の目標が達成できた」とい
う内容のコメントを書いている。そして、「次にできるようになりたいこと／感想」の回答には














目標達成度だけではないと推測される。3 . 1 . 2 . で述べた、ディベート授業の目標達成度に関す
る 6 つの質問中 5 つで、肯定的なコメント（できた、うまくいった等）のほうが否定的なコメン
ト（できなかった、うまくいかなかった等）を上回っている。そして、ふり返りの「反省と感想」
の回答を見ると、ディベートに関して肯定的なコメントが 3 名、今後に向けての前向きなコメン








ったのだろうか。ふり返りのコメントを学習者の期待の観点から考察する。3 . 1 . の会話のふり
返りのコメントを観察すると、学習者は「実生活で使える会話の運用力」を目標として期待して
いたことがうかがえる。3 . 1 . 1 . で会話がよかった理由として、「 2 . 	日常生活に関する会話をやり
たいと思います。」、「 3 . 	日常生活で使われる会話はよかったです。」、「 4 . 	友達の間の話し方や今

























3 . 1 . 1 でディベートがよくなかった理由として、「 5 . 	資料を読むだけでは日本語能力を伸ばせな
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